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印
度
學
佛
敎
學
硏
究
第
六
十
七
巻
第
一
号　

平
成
三
〇
年
十
二
月

智
昇
と
三
階
教

―
『
集
諸
経
礼
懺
儀
』
の
造
意
と
入
蔵
理
由
に
関
す
る
一
考
察

―

青

柳

英

司

一
　
問
題
の
所
在

唐
代
の
仏
教
者
・
智
昇
は
、『
開
元
釈
教
録
』（
以
下
『
開
元
録
』）
の

撰
者
と
し
て
名
高
い
人
物
で
あ
る
。
こ
の
智
昇
に
『
集
諸
経
礼
懺
儀
』

（
以
下
『
礼
懺
儀
』）
と
い
う
二
巻
の
著
作
が
あ
り
、『
開
元
録
』
を
通
し

て
入
蔵
も
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
下
巻
に
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
を
全

文
収
録
し
て
い
る
た
め
、
下
巻
の
み
を
扱
う
浄
土
教
関
係
の
研
究
は
少

な
く
な
い
。
し
か
し
『
礼
懺
儀
』
の
上
巻
は
、
必
ず
し
も
浄
土
教
的
な

内
容
で
は
な
い
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
を
持
っ
て
智
昇
は
本
書
を

撰
述
し
、『
開
元
録
』
に
収
録
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

二
　『
集
諸
経
礼
懺
儀
』
と
三
階
教

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
三
階
教
に
対
す
る
智
昇
の
態
度
で
あ

る
。
三
階
教
は
、
信
行
を
開
祖
と
す
る
仏
教
の
一
宗
派
だ
が
、
国
家
に

よ
る
禁
圧
を
た
び
た
び
受
け
て
い
た
。『
開
元
録
』
成
立
の
五
年
前
に

当
た
る
開
元
十
三
年
（
七
二
五
年
）
に
も
、
朝
廷
に
よ
っ
て
三
階
院
の

「
隔
障
」
の
「
除
去
」
や
、
三
階
教
典
籍
の
「
禁
断
除
毀
」
が
命
じ
ら

れ
て
い
る
）
1
（

。

そ
の
た
め
智
昇
も
『
開
元
録
』
で
は
、
三
階
教
文
献
を
偽
経
目
録
で

あ
る
「
偽
妄
乱
真
録
」
に
収
録
し
、「
信
行
所
撰
、
雖
引
経
文
、
皆
党

其
偏
見
妄
生
穿
鑿
。
既
乖
反
聖
旨
、
復
冒
真
宗
）
2
（

」
と
い
う
、
極
め
て
厳

し
い
評
価
を
下
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
限
り
で
は
、
智
昇
が
三
階

教
に
対
し
て
肯
定
的
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

し
か
し
『
礼
懺
儀
』
で
は
、
上
巻
の
末
尾
に
次
の
よ
う
な
言
葉
が
引

用
さ
れ
て
い
る
。

上
来
布
置
礼
仏
綱
軌
次
第
多
少
、
悉
是
故
信
行
禅
師
依
経
自
行
。
此
法
於
今
徒

衆
亦
常
相
続
依
行
不
絶
。
但
以
現
無
正
文
流
伝
。
恐
欲
学
者
無
所
依
拠
。
是
以

故
集
此
文
流
通
於
世
。
願
後
学
者
依
文
読
誦
不
増
不
減
。 

 

 

（『
大
正
蔵
』
四
七
・
四
六
五
頁
下
）

上
巻
に
収
録
さ
れ
た
「
礼
仏
の
綱
軌
次
第
」
は
全
て
、
信
行
が
自
ら
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行
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
後
学
の
依
拠
す
べ
き
「
正
文
」
が

失
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
を
集
め
て
世
に
流
通
す
る
の
だ
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
）
3
（

。
事
実
、
上
巻
は
全
体
に
渡
っ
て
、
三
階
教
の
礼
懺
儀
で
あ

る
『
七
階
仏
名
』
と
の
親
和
性
が
極
め
て
高
い
）
4
（

。

さ
ら
に
下
巻
の
『
往
生
礼
讃
』
も
、
三
階
教
の
影
響
を
強
く
受
け
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
5
（

。
つ

ま
り
『
礼
懺
儀
』
は
、
三
階
教
的
な
六
時
礼
懺
を
収
録
し
た
著
作
と
し

て
、
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
智
昇

は
、
三
階
教
に
対
し
て
何
ら
か
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

以
上
の
よ
う
に
智
昇
の
三
階
教
に
対
す
る
態
度
に
は
、『
開
元
録
』

と
『
礼
懺
儀
』
と
で
、
明
ら
か
な
相
違
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
で

は
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
『
礼
懺
儀
』
は
、
ど
う
し
て
『
開
元
録
』
に

収
録
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い

て
、
先
学
の
理
解
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

三
　
先
行
研
究
の
視
点

智
昇
が
『
開
元
録
』
に
加
え
た
中
国
撰
述
の
著
作
は
、
わ
ず
か
四
十

部
に
限
ら
れ
る
。
し
か
も
岡
部
和
雄
〔
一
九
七
五
〕
に
よ
れ
ば
、
そ
の

大
半
は
「
事
実
の
記
録
）
6
（

」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
『
礼
懺
儀
』
は
『
大
正

新
脩
大
蔵
経
』
の
分
類
で
は
、「
諸
宗
部
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
落
合
俊
典
〔
二
〇
一
〇
〕
は
岡
部
の
論
考
を
受
け
て
、『
礼

懺
儀
』
の
入
蔵
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

〔『
礼
懺
儀
』
は
〕
到
底
「
事
実
の
記
録
」
を
示
し
た
書
で
は
な
い
。
も
し

〔『
開
元
録
』
の
中
に
〕
存
在
理
由
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
唯
一
智
昇

の
撰
述
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
公
正
な
判
断
基

準
か
ら
言
え
ば
本
書
の
入
蔵
は
私
的
感
情
が
入
っ
た
偏
向
性
が
見
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。 

（
括
弧
内
引
用
者
、
落
合
〔
二
〇
一
〇
〕
三
四
七
頁
）

こ
の
よ
う
に
落
合
は
『
礼
懺
儀
』
の
入
蔵
が
、「
私
的
感
情
が
入
っ

た
」
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
私
的
感
情
」

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
考
察
し
て
い
な
い
。
浄
土
教
の
法
儀

を
残
す
た
め
で
は
な
い
か
と
い
う
推
論
を
示
す
に
留
ま
り
、『
礼
懺
儀
』

の
三
階
教
文
献
的
な
側
面
に
も
言
及
し
て
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、『
礼
懺
儀
』
に
三
階
教
的
な
色
彩
が
あ
る
こ
と
を

認
め
た
上
で
、
そ
の
入
蔵
理
由
を
考
察
し
て
い
る
の
が
、
上
杉
智
英

〔
二
〇
一
六
〕
で
あ
る
。
上
杉
は
「
偽
妄
乱
真
録
」
の
、「
其
広
略
七
階

但
依
経
集
出
。
雖
無
異
義
即
是
信
行
集
録
之
数
。
明
制
除
廃
。
不
敢
輒

存
。
故
載
斯
録
）
7
（

」
と
い
う
記
述
に
着
目
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。こ

の
註
記
に
よ
れ
ば
「『
広
七
階
仏
名
』、『
略
七
階
仏
名
』
は
経
文
の
抄
出
で

あ
り
異
義
は
無
い
が
、
信
行
の
著
述
は
何
れ
も
勅
禁
さ
れ
て
い
る
為
、「
偽
妄

乱
真
録
」
に
載
せ
る
」
と
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
は
逆
説
的
に
、
三
階
教
の
礼
懺
儀
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『
広
七
階
仏
名
』『
略
七
階
仏
名
』
は
そ
の
内
容
よ
り
「
偽
妄
乱
真
録
」
に
類
す

る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
智
昇
の
見
解
が
伺
え
、
三
階
教
典
籍
入
蔵
の
可
能
性

が
垣
間
見
ら
れ
る
。 

（
上
杉
〔
二
〇
一
六
〕
四
五
頁
）

〔『
礼
懺
儀
』
の
〕
撰
述
意
図
は
教
学
の
構
築
、
自
身
の
思
想
、
信
仰
の
表
明
と

い
っ
た
所
に
は
な
く
、
長
安
を
中
心
に
盛
行
し
て
い
た
六
時
の
礼
懺
儀
を
収
録

す
る
、
と
い
う
長
安
仏
教
の
記
録
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

 
 （

括
弧
内
引
用
者
、
上
杉
〔
二
〇
一
六
〕
四
二
頁
）

こ
こ
で
上
杉
は
、
経
文
の
抄
出
で
あ
る
『
広
・
略
七
階
仏
名
』
を

「
偽
妄
乱
真
録
」
に
入
れ
る
こ
と
は
、
智
昇
の
本
意
で
な
か
っ
た
可
能

性
を
指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
『
広
・
略
七
階
仏
名
』
は
信
行
の
思
想

を
明
確
に
表
現
し
た
も
の
で
は
な
い
。
智
昇
が
問
題
と
し
た
の
は
信
行

の
思
想
で
あ
り
、
三
階
教
の
礼
懺
儀
で
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
長
安

で
実
践
さ
れ
て
い
た
六
時
礼
懺
を
記
録
す
る
こ
と
も
矛
盾
で
は
な
く
な

る
）
8
（

。し
か
し
、
智
昇
が
本
当
に
信
行
の
思
想
を
危
険
視
し
て
い
た
の
で
あ

れ
ば
、『
礼
懺
儀
』
の
上
巻
に
「
上
来
布
置
礼
仏
綱
軌
次
第
多
少
、
悉

是
故
信
行
禅
師
依
経
自
行
」
と
い
う
記
述
を
引
用
す
る
だ
ろ
う
か
。
上

杉
の
論
述
で
は
、
智
昇
が
自
著
に
信
行
の
名
前
を
引
く
理
由
を
、
十
分

に
は
説
明
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
の
た
め
『
礼
懺
儀
』
の
入

蔵
理
由
に
つ
い
て
は
、
別
の
視
点
を
考
え
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
　
智
昇
と
『
開
元
録
』
に
つ
い
て

撰
者
の
智
昇
は
『
宋
高
僧
伝
』
に
よ
る
と
、「
毘
尼
」（
律
）
を
「
宗
」

と
し
た
仏
教
者
で
あ
り
、
道
宣
や
靖
邁
の
事
業
を
継
い
だ
、
仏
教
史
家

的
な
人
物
で
あ
る
）
9
（

。『
開
元
録
』
の
序
文
に
は
、
従
来
の
経
録
に
対
す

る
智
昇
の
問
題
意
識
が
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

但
以
法
門
幽
邃
化
網
恢
弘
。
前
後
翻
伝
年
移
代
謝
。
屡
経
散
滅
巻
軸
参
差
。
復

有
異
人
時
増
偽
妄
。
致
令
混
雑
難
究
蹤
由
。
是
以
先
徳
儒
賢
製
斯
條
録
。
今
其

存
者
殆
六
七
家
。
然
猶
未
極
根
源
尚
多
疎
闕
。 

 

 

（『
大
正
蔵
』
五
五
・
四
七
七
頁
上
）

経
典
は
時
と
共
に
内
容
が
変
化
し
た
り
、
失
わ
れ
た
り
、
巻
軸
が
混

乱
し
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
あ
る
い
は
人
間
が
経
典
を
偽
作

し
、
仏
説
で
あ
る
と
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
へ
対
処

す
る
た
め
に
、
す
で
に
多
く
の
経
録
が
編
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
も

十
分
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
智
昇
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
是
正

を
生
涯
の
課
題
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
智
昇
は
、『
開
元
録
』
を
撰
述
す
る
自
身
の
宗
教
的
立
場
を
、

次
の
よ
う
な
偈
文
に
表
し
て
い
る
。

我
撰
経
録
護
法
城　

三
宝
垂
慈
幸
冥
祐 

 

惟
願
法
燈
長
夜
照　

迷
徒
因
此
得
慧
明 
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正
法
遐
久
住
世
間　

依
学
速
登
無
上
地 

 

 

（『
大
正
蔵
』
五
五
・
四
七
七
頁
上
）

こ
の
よ
う
に
経
録
を
撰
述
す
る
と
い
う
こ
と
は
、「
法
城
」
を
護
り
、

「
正
法
」
を
長
く
世
間
に
住
せ
し
め
る
と
い
う
意
味
を
持
っ
た
実
践
で

あ
り
、
そ
れ
は
衆
生
が
「
慧
明
」
を
得
て
、「
無
上
地
」
へ
登
る
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
を
、
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
智
昇
が
範
と
し
た
仏
教
者
で
あ
る
道
宣
は
、
仏
法
に
興
隆
・

衰
退
が
あ
る
の
は
仏
法
そ
の
も
の
の
性
質
に
依
る
の
で
は
な
く
、
仏
教

に
関
わ
る
人
間
側
の
問
題
で
あ
る
と
見
て
い
る
）
10
（

。
こ
の
よ
う
な
歴
史
観

を
智
昇
も
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
偽
経
を
生
み
出
し
て
い
く
人

間
の
「
邪
見
」
を
見
据
え
）
11
（

、
な
お
も
正
法
を
世
に
流
通
さ
せ
て
い
こ
う

と
す
る
志
願
こ
そ
、
智
昇
に
『
開
元
録
』
を
編
纂
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ

た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
、
智
昇
が
三
階
教
文
献
を
「
偽
妄
乱
真
録
」
に
入
れ
る
根
拠
と

し
て
い
る
の
は
、
隋
の
文
帝
以
来
の
禁
令
で
あ
る
）
12
（

。
三
階
教
排
斥
の
根

拠
を
詔
勅
に
求
め
る
先
例
は
、
す
で
に
明
佺
の
『
大
周
刊
定
衆
経
目

録
』（
以
下
『
武
周
録
』）
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
）
13
（

、
こ
の
姿
勢
を
智
昇

も
踏
襲
し
た
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
そ
し
て
『
武
周
録
』
は
勅
撰
の

経
録
で
あ
り
、
武
周
朝
を
翼
賛
す
る
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
）
14
（

。
そ

の
た
め
三
階
教
へ
の
態
度
が
類
似
す
る
『
開
元
録
』
も
、
皇
帝
の
治
世

を
翼
賛
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
）
15
（

。

確
か
に
当
時
は
、
皇
帝
の
不
興
を
買
え
ば
、
仏
教
全
体
が
弾
圧
を
受

け
か
ね
な
い
時
代
で
あ
る
。
正
法
の
流
通
を
願
う
智
昇
が
、
国
家
に
肯

定
的
な
発
言
を
す
る
の
も
、
あ
る
意
味
で
は
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
国
家
を
翼
賛
す
る
こ
と
が
智
昇
の
本
心
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

は
、
ま
た
別
の
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
事
実
と
し
て
『
礼
懺
儀
』

の
上
巻
に
は
三
階
教
文
献
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
国

家
の
方
針
に
背
く
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い

て
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

五
　『
漢
法
本
内
伝
』
と
『
続
集
古
今
仏
道
論
衡
』

智
昇
の
当
時
に
勅
禁
を
受
け
て
い
た
著
作
は
、
三
階
教
文
献
だ
け
で

は
な
か
っ
た
。『
開
元
録
』
第
十
三
巻
の
尾
題
の
後
に
は
、
次
の
よ
う

な
追
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。

漢
法
本
内
伝
五
巻　

撰
者
未
詳  

沙
門
法
琳
伝
三
巻　

沙
門
彦
悰
撰 

 

　

右
二
部
伝
明
勅
禁
断
不
許
流
行
故
不
編
載 

 

 

（『
大
正
蔵
』
五
五
・
六
二
五
頁
中
）

こ
の
よ
う
に
、『
漢
法
本
内
伝
』
と
『
沙
門
法
琳
伝
』
と
い
う
二
部

の
著
作
が
、
勅
命
に
よ
っ
て
「
流
行
」
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
前
者
は
仏
教
の
中
国
伝
来
に
際
し
て
起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
、
仏

教
と
道
教
と
の
論
争
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
道
教
か
ら
の
仏
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教
批
判
に
反
駁
し
た
沙
門
・
法
琳
の
伝
記
で
あ
る
。
両
書
が
「
禁
断
」

さ
れ
た
詳
し
い
事
情
は
不
明
だ
が
、
周
知
の
よ
う
に
唐
室
は
道
教
の
開

祖
・
老
子
の
子
孫
を
称
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
何
ら
か
の
影
響
を
及

ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、『
開
元
録
』
が
先
の
よ
う
な
注
記
を
持
つ
以
上
、「
明
勅
」

さ
え
無
け
れ
ば
智
昇
は
、
こ
の
二
書
を
入
蔵
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。
事
実
と
し
て
智
昇
は
護
教
的
関
心
の
強
い
人
物
で
あ
る
。『
開

元
録
』
の
賢
聖
集
に
は
、
法
琳
の
『
弁
正
論
』
や
『
破
邪
論
』、
僧
祐

の
『
弘
明
集
』、
道
宣
の
『
広
弘
明
集
』
等
が
収
録
さ
れ
て
い
る
）
16
（

。
ま

た
智
昇
は
、
道
宣
が
仏
道
論
争
に
関
す
る
記
事
を
集
め
た
『
集
古
今
仏

道
論
衡
』（
以
下
『
論
衡
』）
を
受
け
て
、『
続
集
古
今
仏
道
論
衡
』（
以
下
『
続

論
衡
』）
と
い
う
著
作
を
撰
述
し
、
両
書
を
入
蔵
し
て
い
る
。
そ
し
て

『
続
論
衡
』
に
は
、
禁
書
と
さ
れ
て
い
た
『
漢
法
本
内
伝
』
が
、
全
文

に
渡
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
智
昇
が
国
家
に
よ
っ
て
「
禁
断
」
さ
れ

た
著
作
を
、
自
著
に
引
用
し
て
入
蔵
さ
せ
る
例
は
、『
礼
懺
儀
』
だ
け

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
『
続
論
衡
』
で
は
、
国
法
に
抵
触
す
る

こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
原
文
の
構
成
を
改
変
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
）
17
（

。
こ
れ
は
智
昇
が
、
仏
書
を
「
禁
断
」
す
る
国
家
の
政
策

に
対
し
て
、
必
ず
し
も
肯
定
的
で
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左
と
な
る
も
の

で
あ
ろ
う
。

六
　
結
び
に
か
え
て

以
上
の
よ
う
に
、
智
昇
は
仏
教
史
家
的
な
人
物
で
あ
り
、
護
教
的
関

心
の
強
い
仏
教
者
で
あ
る
。『
開
元
録
』
の
撰
述
意
図
も
、
正
法
を
長

く
世
間
に
留
め
て
、
流
行
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て

『
続
論
衡
』
に
は
明
ら
か
に
、
国
家
に
よ
っ
て
「
禁
断
」
さ
れ
た
著
作

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
智
昇
が
、
国
家
に
対
し
て
完
全
に

翼
賛
的
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
て
、
三
階
教
に
対
す
る
智
昇
の
態
度
に
差
異

が
見
ら
れ
る
理
由
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、『
開
元
録
』
に
お
け
る
三

階
教
批
判
は
建
前
で
あ
り
、『
礼
懺
儀
』
は
禁
書
と
さ
れ
た
三
階
教
文

献
の
収
録
・
保
存
を
目
的
と
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
国
家
に
よ
る
三
階
教
文
献
の
「
禁
断
除
毀
」

か
ら
、
六
時
礼
懺
の
法
儀
を
護
る
た
め
に
、『
礼
懺
儀
』
を
撰
述
し
て

入
蔵
し
た
可
能
性
は
、
検
討
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
）
18
（

。
以
上
の
よ
う
な
問
題
提
起
を
も
っ
て
、
本
稿
の
結
び
と
し

た
い
。

1　
『
開
元
録
』『
大
正
蔵
』
五
五
・
六
七
九
頁
上
、
参
照
。

2　
『
大
正
蔵
』
五
五
・
六
七
九
頁
上
。

3　

同
様
の
記
述
が
、
敦
煌
出
土
の
三
階
教
文
献
の
中
に
見
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
、
こ
の
文
章
が
智
昇
自
身
の
言
葉
で
あ
る
と
は
考
え
難
い
。
矢
吹
慶
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輝
〔
一
九
二
七
〕
参
照
。

4　

上
杉
智
英
〔
二
〇
一
六
〕、
参
照
。

5　

廣
川
堯
敏
〔
一
九
八
二
〕、
柴
田
泰
山
〔
二
〇
一
四
〕
等
、
参
照
。

6　

岡
部
〔
一
九
七
四
〕
五
二
頁
。

7　
『
大
正
蔵
』
五
五
・
六
七
九
頁
上
。

8　

上
杉
は
道
宣
に
六
時
礼
懺
の
著
作
が
あ
っ
た
可
能
性
を
挙
げ
、
そ
れ
が

『
礼
懺
儀
』
撰
述
の
契
機
に
な
っ
た
と
い
う
推
論
を
提
示
し
て
い
る
。
上

杉
〔
二
〇
一
六
〕
四
四
頁
、
参
照
。
し
か
し
智
昇
は
道
宣
の
六
時
礼
懺
を

『
開
元
録
』
に
収
録
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
説
に
は
問
題
が
残
る
よ
う

に
思
う
。

9　
『
大
正
蔵
』
五
〇
・
七
三
三
頁
下
―
七
三
四
頁
上
、
参
照
。

10　

戸
次
顕
彰
〔
二
〇
一
七
〕、
参
照
。

11　

智
昇
は
偽
経
を
、「
偽
経
者
邪
見
所
造
以
乱
真
経
者
也
」（『
大
正
蔵
』

五
五
・
六
七
二
頁
上
）
と
定
義
し
て
い
る
。

12　
『
大
正
蔵
』
五
五
・
六
七
九
頁
上
、
参
照
。

13　
『
大
正
蔵
』
五
五
・
四
七
五
頁
上
、
参
照
。

14　

牧
田
諦
亮
〔
二
〇
一
四
〕
二
八
―
二
九
頁
、
参
照
。

15　

大
内
文
雄
〔
二
〇
一
三
〕
七
―
一
〇
頁
、
参
照
。

16　
『
大
正
蔵
』
五
五
・
六
二
四
―
六
二
五
頁
、
参
照
。

17　

加
藤
弘
孝
〔
二
〇
一
五
〕
参
照
。

18　

こ
の
場
合
、
下
巻
に
収
録
さ
れ
た
『
往
生
礼
讃
』
の
役
割
は
、
本
書
の

目
的
が
三
階
教
文
献
の
保
全
に
あ
る
こ
と
を
、
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

〈
参
考
文
献
〉

矢
吹
慶
輝
『
三
階
教
之
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
七

西
本
照
真
『
三
階
教
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
九
八

大
内
文
雄
『
南
北
朝
隋
唐
期
仏
教
史
研
究
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
三

柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』
第
二
巻
、
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
一
四

牧
田
諦
亮
『
牧
田
諦
亮
著
作
集
』
第
一
巻
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
四

岡
部
和
雄
「
経
録
に
お
け
る
賢
聖
集
伝
の
地
位
」『
鈴
木
学
術
財
団
研
究
年

報
』
一
一
、
一
九
七
四

廣
川
堯
敏
「
敦
煌
出
土
七
階
仏
名
経
に
つ
い
て

―
三
階
教
と
浄
土
教
と
の

交
渉

―
」『
宗
教
研
究
』
二
五
一
、
日
本
宗
教
学
会
、
一
九
八
二

落
合
俊
典
「
智
昇
の
『
開
元
録
』
編
纂
と
『
集
諸
経
礼
懺
儀
』
の
入
蔵
」『
集

諸
経
礼
懺
儀
巻
下
』
国
際
仏
教
大
学
院
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委

員
会
、
二
〇
一
〇

加
藤
弘
孝
「『
念
仏
鏡
』
引
用
の
「
法
王
本
記
」」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

六
四
（
一
）、
二
〇
一
五

上
杉
智
英
「『
往
生
礼
讃
偈
』
の
文
献
学
的
研
究

―
古
写
経
本
『
集
諸
経

礼
懺
儀
』
巻
下
を
用
い
て

―
」
博
士
学
位
論
文
、
国
際
仏
教
学
大
学
院

大
学
、
二
〇
一
六　

http://id.nii.ac.jp/1153/00000409/

戸
次
顕
彰
「
仏
教
世
界
に
お
け
る
歴
史
家
の
視
点

―
僧
祐
・
道
宣
を
中
心

と
す
る
史
書
編
纂
の
背
景

―
」『
現
代
と
親
鸞
』
三
六
、
親
鸞
仏
教
セ

ン
タ
ー
、
二
〇
一
七

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
『
集
諸
経
礼
懺
儀
』、『
開
元
釈
教
録
』、
護
教
、
入
蔵
理
由

（
親
鸞
仏
教
セ
ン
タ
ー
研
究
員
・
博
士
〔
文
学
〕）


